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地域の力　絆深めて　住みよい下阪本

 

「まちづくり協議会」立ち上げに向けて　その 3
　去る 1 月 28 日に「下阪本学区まちづくり協議会設立準備会（以下『準備会』という）」の立ち上げ、第 1 回準備会
を2月21日に、第2回準備会を3月21日に開催いたしました。しかしながら、4月25日に予定していた第3回準備会は、
新型コロナ感染症拡大防止のために延期をやむなくされました。
　そこで、本号では準備会の役割とこれまでの協議内容等について報告します。まず、準備会構成員(その１)は23名で、
各種団体および各機関の代表から構成されています。さらに準備会構成員(その 2) は 33 名で、その内訳は事業所等が
12団体、個人会員21名から構成されています。準備会では、構成員（その2）が協議を重ね「下阪本学区まちづくり協議会」
立ち上げに向けた素案作りの作業を行っています。
　第 1 回準備会では、第 1 の議題として「下阪本学区まちづくり協議会」設立に向けた趣旨説明等を行った後、4 つの
グループに分かれて協議を行いました。討議の柱は、「下阪本学区の現状と課題について」と「課題解決の方策について」
です。まず、“自治会加入率の低下（37％）” の指摘がなされ、その原因として、①「自治会活動の情報がない」、②「自治
会に入るメリットがない」、③「新しく下阪本学区に来られた方々を迎える環境が整っていない」、④「役が回ってくるので
自治会を退会したり、入会されない」等といった意見が出されました。そうした課題に対して、情報発信（ＨＰなど）をしっ
かり行うとともに、自治会加入の受け皿を早急に作り、新旧住民の交流を拡大・促進していくことが不可欠であるとの
結論に達しました。
　次に、“防災”と“下阪本学区の活性化“について話し合いました。防災の強化については誰もが認めるところで、①「ど
のように防災意識を高めていくか」、②「自治連合会だけでなく、まちづくり協議会でも『防災』を柱の一つにしていく
必要があるのでは」といった意見が出され、準備会で引き続き検討することにしました。さらに、下阪本学区の活性化
に触れて、①「自治会加入・未加入関係なく、多くの人が参加して楽しめる行事やイベントを実施してみては」、②「下阪
本は歴史を堀り起こし、多くの人に下阪本に愛着を持っていただけるような企画をしてみては」といった意見が出され、
これも準備会で検討することにしました。
　第 2回準備会では、「地域を活性化したい、いいアイディアはないか」というテーマでグループ協議をしました。まず、
防災については、①「児童を中心に保護者とともに体験学習を行い、防災意識を高め、防災に強いまちづくりを目指して
は」、②「自治会加入・未加入に関わらず、実施できないか」、③「かまどベンチ（小学校に設置される予定）を活用できな
いか」といった意見が出されました。次に、下阪本学区の活性化については、①「秋まつりを充実させて参加者全員が楽
しめるイベントを実施してみては」、②「現在、公民館は市が管理していて制約があるが、支所がコミセン化すればいろ
んなことができるのでは」、③「ハロウィンやウォークラリーなど下阪本を実際に歩いてみては」等、意見が出ました。
また、その他に、①「子育て支援の充実」、②「高齢者が気楽に集まれるサロンの開設」、③「中・高・大学生にボランティア
として参加してもらい、『人づくり』の中心になってもらえないか」等の意見が出されました。
　今まで準備会で話し合ってきたことやこれから話し合っていくことを「下阪本まちづくり協議会」の立ち上げに生か
し、『防災に強いまちづくり』『にぎわいづくり』『人づくり』に反映させたいと考えています。下阪本学区の皆さま、ご理解・
ご支援お願いいたします。
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「下阪本学区まちづくり協議会設立準備会」ＨＰを開設しました
https://shimosaka-machikyo.net/

・下阪本のまち　・イベント　・湖都通信

・防災　・各種団体　・リンク

・下阪本Ｑ＆Ａ　・お問い合わせ

皆さん一度「下阪本学区まちづくり協議会設立準備会」

ＨＰをご覧ください。
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